
Title 農民運動先進地における経済更生運動 : 奈良県磐城
村の場合

Author(s) 寺田, 幸治

Citation 待兼山論叢. 史学篇. 1983, 17, p. 53-78

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/47994

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



農
民
運
動
先
進
地
に
お
け
る
経
済
更
生
運
動

ー
奈
良
県
磐
城
村
の
場
合

l

寺

田

幸

1台

iま

じ

め

ー
本
稿
の
課
題
l

一
九
二
九
年
に
始
ま
る
世
界
恐
慌
は
日
本
の
農
村
に
深
刻
な
十
農
業
恐
慌
を
も
た
ら
し
た
。
政
府
は
こ
の
恐
慌
に
対
す
る
救
農
政
策
と

し
て
、
一
一
一
二
年
秋
よ
り
つ
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
」

（
以
下
「
経
済
更
生
運
動
L

と
略
す
）
を
展
開
し
た
。

本
稿
は
、
こ
の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
、
農
業
先
進
地
で
あ
り
、
か
っ
こ

0
年
代
に
は
農
民
運
動
（
日
本
農
民
組
合
、
以
下
日
農

と
略
す
）
の
先
進
地
で
あ
っ
た
奈
良
県
に
お
け
る
そ
の
実
態
や
特
質
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
精
神
運
動
と
し
て
で
は
な
く
、
農
業
経
営
の
合
理
化
・
共
同
化
に
よ
る
つ
自
力
更
生
」

の
中
軸
と
な
る
産
業
組
合
、
農
事
実
行
組
合
の
拡
充
ゃ
、

「
農
村
中
堅
人
物
」
の
養
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
恐
慌
下
の
農
村
の
下
か
ら
の

現
状
不
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
か
ら
の
精
農
主
義
的
官
製
運
動
に
吸
収
し
な
が
ら
、
農
村
末
端
部
を
組
織
化
し
銃
後
農
村
形
成
に
む
け

て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
農
村
支
配
を
準
備
す
る
役
割
な
果
し
た
、
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

最
近
の
研
究
に
お
い
て
尚
v

森
武
麿
氏
の
研
究
を
起
点
と
す
る
経
済
更
生
運
動
の
担
い
手
問
題
を
中
心
と
し
た
議
論
を
は
じ
め
と
し
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て
、
地
主
制
の
地
帯
構
造
及
び
そ
の
発
展
度
に
対
応
し
た
経
済
更
生
運
動
展
開
の
地
域
的
差
異
、
農
村
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
状
況
形
成
に
お

け
る
中
小
地
主
の
役
割
な
ど
の
論
点
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
許
更
生
運
動
展
開
の
地
域
的
差
異
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
恐
慌
の
打
撃
を
直
接
に
受
け
「
農
本
主

義
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
拠
点
」
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
長
野
県
や
群
馬
県
な
ど
の
〈
養
蚕
型
〉
農
村
の
分
析
が
中
心
主
な
っ
て
き
た
。

よ
っ
て
、
本
稿
は
個
別
分
析
の
蓄
積
が
乏
し
か
っ
た
ハ
近
畿
型
〉
農
村
の
一
事
例
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で

は
奈
良
県
（
特
に
平
垣
部
）
が
二

0
年
代
に
は
農
民
運
動
の
先
進
地
で
あ
り
恐
慌
期
に
も
最
も
左
翼
的
な
全
農
全
会
派
（
全
国
農
民
組

合
全
国
会
議
派
）
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
強
力
な
農
民
運
動
や
小
作
争
議
を
経
験
し
た
地
域
に
お
け
る
恐
慌
へ
の
対
応
と
経

済
更
生
運
動
の
受
け
と
め
方
を
探
っ
て
み
た
い
。

以
上
の
関
心
か
ら
本
稿
の
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
高
度
な
生
産
力
、
地
主
制
の
発
達
と
い
う
特
質
を
も
ち
県
下
農
民
運
動
の
拠
点

で
あ
っ
た
北
葛
城
郡
磐
城
村
（
現
当
麻
町
）
の
事
例
で
あ
る
。

第
一
章

磐
城
村
の
概
況

本
論
に
入
る
前
に
分
析
対
象
で
占
め
る
磐
城
村
の
社
会
経
済
的
特
徴
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

磐
城
村
は
大
和
盆
地
の
南
西
に
位
置
す
る
稲
作
主
体
の
農
村
で
、

「
奈
良
段
階
」
と
呼
ば
れ
る
高
い
水
稲
生
産
力
（
二
七

i
一一一一年

の
平
均
反
収
二
・
六
五
石
）
を
誇
っ
て
い
た
。

円表
1
〕

農
村
構
造
を
み
る
と
、
地
主
制
が
発
達
し
て
お
り
、
一
一
一
一
年
の
デ
l
タ
に
よ
れ
ば
所
有
階
層
別
構
成
で
は
純
小
作
層
が
五
割
を
占
め
、

小
自
作
・
自
小
作
層
を
も
加
え
る
と
小
作
農
家
は
八
割
を
越
え
る
。

田
小
作
地
率
は
六
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
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表1 磐城村，田原村の農村構造

農家｜書菱l岳j作

総戸数（比率）自作 I ，~＇~作 l 小作 詩｜三千町 11~2町 i 0i 
戸

奈 27年 62,462 22,599 21,776 20,710 19,976 27,965 25,947 8,077 473 
(36.2) (34.9) (33.2) (31.9) (44.8) (41.5) (12.9) (0.8) 

良 31年 64,897 2f3g~ 22,158 23,942 18,797 29,823 26,280 8,221 512 
(34.1) (36.9) (29.0) (46.0) (40.5) (12.7) (0.8) 

県 35年 64,049 2(3~~） 2(3~5心6 23,877 17,716 2(4~~2~ 2(4g_6心5 .fi875 501 

(3?：~） I （~f.7) ~：~） (o＿.~） 

27年 538 192 89 175 274 199 281 47 11 

磐 (35.7) (16.5) (32.5) (51.0) (37.0) (52.2) ( 8.7) (2.0) 

31年 512 182 100 144 278 252 208 51 1 

城 (35.6) (19.5) (28.1) (54.3) (49.2) (40.6) (10.0) (0.2) 

35年 538 171 147 244 147 206 283 49 。
村 (31,8) (27.3) (45.4) (27.3) (38.3) (52.6) ( 9.1) (0.0) 

36年 540 173 153 248 139 208 283 49 。
（~？：Q) （~!l－~） ＼：！~：~）！ _(25.7) (38：~） (5＿？心（ ~－心 (Q:Q) 

田 31年 410 72 210 159 41 95 246 69 。
村原 35年

(17.6) (51.2) (38.8) (10.0) (23.2) (60.0) (16.8) (0.0) 

398 40 190 173 35 86 207 105 。
(10.1) (47.7) (43.5) ( 8.8) (21.6) (52.0) (26.4) (O.O) 

自小作別耕地面積（比率）田畑 自小作別耕地面積（比率）回のみ

総面績｜自作地｜小作地 総面積｜自作地 l小作地

町

奈 27年 43,660.1 22,(Jli~~ 21 ，｛；~－4 33,394.7 15,tz5~.6 18：~r 5) 4) 6) 

良 31年 45,208.7 25，~；；－9 20,tl1.6~ 33,551.4 16,?54ci'.・8 16 .6 
4) 2) 8) 

県 35年 44,768.3 24，（~2:.0 19,(4~~~ 33,193.9 16,r2~~A 16,&W.3) 
ー 晶 ．‘・‘ ・ 4砕 a 島田晶

27年 337.6 128.8 208.8 324.0 121.8 202.2 

磐 (38.1) (61.9) (37.6) (62.4) 

31年 357.9 143.2 214.7 320.9 122.9 198.0 

城 (40.0) (60.0) (38.3) (61.7) 

35年 332.5 157.2 175.3 319.6 148.5 171.1 

村 (47.3) (52.7) (46.5) (53.5) 

36年 340.3 173.1 167.2 319.4 161.9 157.5 

（~Q：~） _(49.frl （~O.字） (4c9て3.-tl

回 31年 407.3 306.3 101.0 297.2 204.4 92.8 

村原 35年
(75.2) (24.8) (68.8) (31.2) 

406.2 335.1 71.1 294.7 231.4 63.3 
(82.5) (17.5) (78.5) (21.5) 

『奈良県統計書」各年度版より作成
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経
営
規
模
別
構
成
を
み
る
と
、

一
町
未
満
層
が
大
部
分
を
占
め
、
中
で
も
五
反
未
満
層
が
多
い
。
農
家
二
戸
あ
た
り
の
平
均
経
営
面

積
は
七
反
弱
で
あ
る
。
兼
業
農
家
の
多
さ
（
全
農
家
の
三
分
の
一
）
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
五
反
未
満
の
零
細
規
模
経
営
層
に
属
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
地
主
層
の
構
成
を
み
て
み
よ
う
。

磐
城
村
に
は
九
つ
の
大
字

し

ゃ

く

ど

は

ち

か

わ

お

ば

た

け

た

け

の

う

ち

お

お

た

ほ

う

ひ

ょ

う

げ

（
尺
土
、
八
川
、
大
畑
、
竹
内
、
太
田
方
、
兵
家
、

南
今
市
、
長

尾
、
木
戸
）
が
あ
る
が
、
太
田
方
を
除
い
て
は
村
外
大
地
主
の
土
地
所
有
が
発
達
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
正
末
期
の
大
字
尺
土
で
は

全
耕
地
約
二
六
町
の
う
ち
森
川
喜
八
郎
（
高
市
郡
鴨
公
村
）
が
九
町
六
反
、
安
田
多
三
郎
（
高
市
郡
八
木
町
）
が
五
町
九
反
、
平
井
太

郎
（
北
葛
城
郡
馬
見
村
）
が
三
町
一
反
を
所
有
し
て
い
た
。
竹
永
三
男
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
九

O
O年
前
後
に
在
村
地
主
が
土
地

を
手
放
し
こ
の
よ
う
な
村
外
大
地
主
の
土
地
所
有
が
成
立
し
て
い
る
。

但
し
太
田
方
の
み
は
県
下
有
数
の
大
地
主
西
川
寅
太
郎
が
在
住
し
て
お
り
、
大
字
内
の
耕
地
の
七
割
を
占
め
る
小
作
地
約
四

O
町
の

う
ち
約
一
二
町
を
西
川
が
所
有
し
、
こ
れ
に
次
ぐ
竹
村
宗
治
郎
が
約
八
町
を
所
有
す
る
と
い
う
在
村
大
地
主
支
配
の
構
造
と
な
っ
て
い

た。

こ
の
西
川
、
竹
村
を
除
け
ば
村
内
の
地
主
は
総
じ
て
中
小
地
主
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
多
く
は
耕
作
地
主
程
度
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
村
長
な
ど
に
選
任
さ
れ
村
政
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
占
め
た
の
は
こ
の
中
小
地
主
層
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
階
層
は
一

面
で
は
小
作
層
と
村
外
大
地
主
と
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
小
作
料
減
免
問
題
に
お
け
る
仲
介
的
機
能
を
果
し
た
り
、
村
外
大
地
主
の
代
理

一
方
、
大
地
主
西
川
、
竹
村
は
村
議
に
選
出
さ
れ
は
す
る
が
、
む
し
ろ
村
外
大
地
主
と
と
も
に
大
日
本
地
主
協
会

人
と
な
っ
て
い
た
。

奈
良
県
連
合
会
（
二
六
年
結
成
）

の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
地
主
層
の
階
級
的
結
集
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
磐
域
村
は
二

0
年
代
（
三
・
一
五
弾
圧
以
前
）

に
県
下
平
担
一
部
を
中
心
に
強
力
に
展
開
し
た
農
民
運
動
（
日
農
）

の
重
要
な
拠

点
で
あ
っ
た
。
農
民
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
こ
の
磐
城
村
の
分
析
を
中
心
に
二

0
年
代
に
お
け
る
農
民
運
動
の
到
達
点
を
明
ら
か



に
し
た
竹
永
三
男
氏
の
業
績
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
要
点
の
み
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。

二

0
年
代
の
奈
良
県
は
全
国
で
も
有

農民運動先進地における経済更生運動

数
の
農
民
運
動
先
進
地
で
あ
っ
た
。
労

農
党
県
支
部
へ
結
集
し
た
農
民
組
合
、

労
働
組
合
、
水
平
社
の
い
わ
ゆ
る
「
労

農
水
三
角
同
盟
」
と
い
う
強
力
な
共
同

八； O 間
年3年争
の代に
衆後基
議半づ
院にい
議最て
員高農
選揚民
挙期運
にを動
お迎は
いえ官特
て 、さに
は二E二

労
農
党
候
補
清
原
一
隆
（
日
西
光
万
吉
）

が
当
選
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
無
産
政

高党
水府
準県
の別
成得
績票
を率
収全
め 国
て第
¥, ＇＇＝＇三
たす位
。〕と

う

磐
城
村
は
こ
の
高
揚
期
県
下
農
民
運

57 

動
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。
小
作
層

農民組合勢力と小作争議

ト
勢日農・全長力 小作争議

備 考

件数地主｜小作｜耕地面積
人 人 人 町

1920(T9) 3 74 250 158.0 

21 (10) 2 58 101 46.0 

22 (11) 6 104 350 255.0 

23 (12) 4 455 12 366 348 553.0 

24 (13) 10 814 20 214 561 485.0 

33 1,600 43 464 1,736 7,772.0 
25年1月北葛城郡連合会< 食325lf. 2月奈良県連合三成立117 4,829 107 1,462 4,531 2,713.6 26年6月労農党奈良県支部結成

27 ( 129 4,573 206 2,775 8,911 4,733.2 

28 ( 3) 106 3,025 104 1,171 4,717 2,324.8 
.15弾圧

29 ( 4) 80 2,360 41 546 1,441 623.5 

30 ( 5) 52 1,505 33 372 1,360 678.9 

31 ( 6) 42 1,110 48 510 2,025 926.7 

32 ( 7) 37 964 58 623 2,631 1,413.0 8.30弾圧

33 ( 8) 38 1,008 116 1,120 3,841 2,101.1 

34 ( 9) 25 843 91 1,007 3,272 1,682.3 

35 (10) 24 852 181 i,9i7 6;741 3,296.4 
全

36 (11) 26 864 128 1,093 3,813 1,785.0 

／長 畔回全長奈良県連解体

37 (12) 129 1,077 3,819 2,098.0 

38 (13) （解体） 87 654 2,593 1,307.0 

大和協同農民同盟へ

表 2

内務省社会局編『労働運動年報』各年度版，『奈良県統計書』各年度版より作成
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表3 日；農・全農・労農党関係選挙成績一覧

ム
1925年選町

村総；選率る傘勾代出良二濯闘比会J 
村議 27年可県E亘マ議選 2得8年衆票院数選 3得0年衆票院数選 3得5年県票議数選

議定数員 11警語塁請聖す堂
得数
（得票率） （得票率） （得票率） （得票率）

予昔 % 
奈 良 市 22.8 305( 4心 280( 3.5) 

添 上 郡 144 0/ 0 21.3 298( 3.4) 146( 1.8) 

生駒郡 254 4/ 5 31.3 753( 5.8) 1,101 ( 7.9) 328( 2.3) 

山辺郡 138 2/ 2 5.8 338〔4.3) 531 ( 6.6) 

磯 城 郡 260 0/ 0 25.1 779( 5.7) 1,269 ( 9.0) 

宇 陀 郡 162 0/ 0 16.6 474( 6.3) 293 ( 3.9) 

高 市 郡 186 3/ 4 38.6 902 (12.0) 920(11心 372( 4.3) 

北葛城郡 256 18/20 46.0 2,948 (27.6) 2,244(18.7) 1,530 (12.6) 1,517 (12.5) 

磐城村｜ 叫ー／一｜叫 277(47.4) I 217側 133(22.1) 

南葛城郡 96 2/ 2 31.7 1,091 (22.4) 1,319 (23.7) 483( 8.4) 

宇 智 郡 126 4/ 4 38.4 643(14心 196 ( 4.2) 

吉 野 郡 246 0/ 0 14.4 358( 2.1) 232( 1.3) 

合 計 i1叫 33／判州制4 ｜＆捌

* 27年町村農会総代選における自小小作層の総代比率
県議選，衆院選はいずれも落選， 28年衆院選（候補者西光万吉＝清原一隆，労農党， 8位落
選）における最下位当選者（ 5位）の得票は 11,002票（10.5%），竹永論文(172頁・ 183頁）及び
『奈良新聞」より作成

表4 磐城村における小作料減免状況

よ＼
23年度米（24年）減免状況 減免率

普実収通高田｜｜契約（小率作）料｜｜実納（小率作）料｜｜減免率 2t2年5年度米）12~年26年度米）12~年27年度）米
石／反

1石.fo反（54.ii
% 1等等地3斗斗 F骨 % 

ノ＼ JI! 2.40 1.01 (42心 22 2 地2 64 62 
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は
二
四
年
に
各
大
学
（
長
尾
を
除
く
）
に
結
成
さ
れ
た
日
農
支
部
に
結
集
し
、
大
字
尺
土
、
八
川
、
大
畑
を
中
心
と
し
て
強
力
な
小
作

〔表
3υ

料
減
免
闘
争
を
展
一
号
ま
た
二
七
年
の
村
農
会
総
代
選
挙
で
は
自
小
作
、
小
作
層
が
過
半
数
を
占
め
て
村
農
会
長
に
農
民
運
動
指
導

者
庚
斗
庄
治
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
村
政
進
出
も
は
か
つ
て
地
主
支
配
を
大
き
く
動
揺
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
村
か
ら
は
日
農
県
連

や
労
農
党
県
支
部
の
指
導
者
と
な
る
人
物
（
前
出
の
炭
斗
庄
治
、
伊
瀬
幸
太
郎
）
を
生
み
出
し
て
い
る
。

農民運動先進地における経済更生運動

村
外
大
地
主
や
西
川
、
竹
村
を
中
心
と
す
る
大
日
本
地
主
協
会
奈
良
県
連
合
会
へ
の
地
主
層
の
結
集
は
、
こ
の
よ
う
な
小
作
層
の
動

向
に
対
抗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
八
年
に
行
わ
れ
た
ゴ
了
一
五
弾
圧
は
こ
の
高
揚
期
に
あ
っ
た
県
下
の
農
民
運
動
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
磐
城
村
で
は
こ
の
年

の
五
月
に
旧
日
農
磐
城
支
部
（
日
農
は
五
月
に
全
日
本
農
民
組
合
と
合
同
し
て
全
国
農
民
組
合
、
以
下
全
農
と
略
す
、
を
結
成
）

の
中

八
川
、
大
畑
、
竹
内
の
四
大
字
の
小
作
争
議
に
お
い
て
、
三
・
一
五
弾
圧
に
乗
じ
て
地
主
側
が
反
攻
に
転
じ
、

合
計
七

O
町
八
反
と
い
う
大
規
模
な
土
地
立
入
禁
止
処
分
を
行
っ
た
。

心
地
盤
で
あ
っ
た
尺
士
、

こ
の
争
議
は
地
主
側
主
導
で
調
停
が
行
わ
れ
、
大
字
竹
内
と
太
田
方
を
残
し
て
か
つ
て
の
日
農
拠
点
支
部
が
す
べ
て
解
散
す
る
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
、
こ
こ
に
磐
城
村
の
農
民
運
動
は
ニ

0
年
代
の
高
揚
を
断
ち
切
ら
れ
、
大
き
な
挫
折
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
章

農
業
恐
慌
と
そ
の
対
応

農
業
恐
慌
の
打
撃
を
一
万
す
の
に
一
般
的
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
米
価
、
繭
価
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
価
格
の
暴
落

と
農
家
負
債
の
累
積
で
あ
る
。
三

O
年
に
は
米
価
の
暴
落
と
い
う
形
で
恐
慌
の
影
響
が
目
に
み
え
て
現
れ
、
翌
一
一
二
年
に
米
価
は
最
低

59 

値
を
一
示
す
。
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奈
良
県
に
お
い
て
も
二
九
年
に
は
石
あ
た
り
二
九
円
で

門図
1
U

あ
っ
た
米
価
が
三
一
年
に
は
一
七
円
台
に
ま
で
下
が
っ
た
。

県
農
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
三

O
年
か
ら
一
一
一
一
一
年
に
か
け
て

は
農
家
経
営
は
各
層
と
も
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

0 二
円年
の現
農在
家で
負総
債額
が約
あ四
つ 千
た？万
o~ 円

一
戸
あ
た
り
平
均
六

た
だ
、
こ
の
一
戸
あ
た
り
六
二

O
円
と
い
う
農
家
負
債

額
は
全
国
的
に
み
れ
ば
下
か
ら
九
番
め
と
い
う
程
度
の
も

の
で
あ
り
、
負
債
額
の
面
で
は
奈
良
県
に
お
け
る
恐
慌
の

打
撃
は
相
対
的
に
は
さ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

米価繭価の推移

価米

る

格

け

価
お

均

に

平

県

の

内田

nリ

奈

た
は
あ

価

石
米
一

図1

10 

（
参
考
の
た
め
に
挙
げ
て
お
け
ば
、
農
家
負
債
額
の
全
国
平
均
は

円

20 

30 

一
戸
あ
た
り
八
四
六
円
、
最
高
は
秋
田
県
の
一
八
九
七
円
、
最
低
は
鹿
児
島
県
の
二
三
六
円
、

九
円
で
あ
っ
た
。
）

繭価

1926 27 28 29 .30 31 32 33 34 35年

r奈良県統計書』各年度版より作成

〈
養
蚕
型
〉
地
帯
の
長
野
県
は
二
一

O

に
指
定
町
村
と
な
る
）
に
対
す
る
受
け
と
め
方
と
密
接
に
関
る
問
題
で
あ
る
。

磐
誠
村
に
つ
い
て
は
農
家
負
債
額
な
ど
の
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
多
額
の
負
債
累
積
に
苦
し
み
経
営
破
綻
の

危
機
に
面
し
た
「
疲
弊
村
」
と
い
う
ほ
ど
の
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
太
田
、
竹
内
地
区
で
の
聞
き
と

M
Y

し
か
し
な
が
ら
、
米
価
や
繭
価
の
暴
落
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
恐
慌
の
影
響
は
放
置
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
磐
城
村
に
お
い
て
も

農
民
各
層
は
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
恐
慌
に
対
す
る
対
応
の
あ
り
方
は
経
済
更
生
運
動
一
（
磐
城
村
は
三
五
年

よ
っ
て
、
こ
こ
で
ま
ず
経
済
更
生
村
に
指
定
さ
れ
る
ま



で
の
磐
域
村
に
お
け
る
恐
慌
へ
の
対
応
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
こ
の
村
に
厚
く
存
在
す
る
小
作
層
に
と
っ
て
は
米
価
の
暴
落
に
対
し
て
生
活
費
の
き
り
つ
め
の
他
に
主
と
し
て
頼
る
べ
き
は
、

売
薬
を
は
じ
め
と
す
る
行
商
や
子
女
の
奉
公
な
ど
の
都
市
部
へ
の
出
稼
ぎ
、
石
材
業
な
ど
近
隣
中
小
工
場
で
の
賃
労
働
と
い
っ
た
兼
業

収
入
で
あ
っ
た
（
太
田
、
竹
内
地
区
で
の
聞
き
と
り
）
。

特
に
売
薬
業
は
著
名
で
あ
り
、
高
市
郡
、
南
葛
城
郡
、
北
葛
誠
郡
、
磯
城
郡
を
主
産
地
と
し
て
感
冒
薬
、
胃
腸
薬
、
六
神
丸
（
漢
方

農民運動先進地における経済更生運動

薬
の
一
種
）
な
ど
各
種
の
薬
品
を
行
商
人
が
各
家
庭
へ
直
接
配
置
し
て
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
行
商
範
囲
は
全
国
各
地
に
及

雇
用
行
商
人
の
大
部
分
は
「
農
閑
期
を
そ
れ
に
利
用
す
る
農
民
か
、

も
し
く
は
年
中
そ
れ
に
従
事
す
る
農
民
の
子
弟
L

ん
で
い
る
。

（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
全
農
奈
良
県
連
資
料
、
以
下
〔
全
農
〕
と
略
す
、

「
第
三
回
大
会
報
告
並
議
案
L

一一一二年一

月一

O
日）

で
あ
り
、
小
作
層
に
と
っ
て
の
重
要
な
兼
業
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
農
産
物
価
格
が
最
低
値
を
示
し
恐
慌
の
影
響
が
最
も
深
刻
で
あ
っ
た
一
三
年
前
後
に
は
こ
の
兼
業
収
入
も
悪
化
し
て
い
る
。

例
え
ば
前
出
の
全
農
県
連
「
第
三
回
大
会
報
告
並
議
案
L

に
お
い
て
は
、
恐
慌
と
凶
作
の
打
撃
を
受
け
た
東
北
、
関
東
、
北
陸
地
方
で

売
薬
の
集
金
が
不
能
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
三

O
年
、
三
一
年
に
全
農
支
部
の
残
っ
て
い
た
大
字
太
田
方
に
お
い
て
、
全
農
県
連
再
建
を
め
ざ
し
て

「
県
連
奪
還
闘
争
同
盟
」
を
結
成
し
た
左
派
青
年
分
子
（
彼
ら
は
や
が
て
県
連
の
主
導
権
を
握
り
、

の
ち
に
全
国
会
議
派
に
つ
な
が
っ

て
ゆ
く
）

の
強
力
な
指
導
を
受
け
た
小
作
争
議
が
関
わ
れ
る
。

ま
ず
、
こ
の
太
田
方
争
議
の
経
過
を
概
略
的
に
み
て
お
こ
う
。

61 

太
田
方
の
小
作
層
は
三

O
年
二
月
に
在
村
大
地
主
西
川
と
竹
村
に
二
九
年
度
米
小
作
料
の
三
割
減
免
を
要
求
し
た
。
地
主
側
は
こ
れ
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に
対
し
て
一
割
五
分
減
免
を
譲
ら
ず
、
土
地
返
還
要
求
訴
訟
で
応
じ
た
。

小
作
側
は
左
派
全
農
県
連
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に
、
小
作
人
大
会
や
自
衛
団
の
組
織
と
見
張
小
屋
設
置
、
区
政
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
消

防
団
、
青
年
聞
か
ら
の
脱
退
な
ど
の
大
衆
的
示
威
行
動
や
村
政
機
構
、
半
官
製
諸
団
体
に
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
戦
闘
的
な
強
硬
方
針

を
も
っ
て
「
立
禁
反
対
闘
争
L

を
行
い
、

一
O
月
下
旬
要
求
額
に
近
い
二
割
五
分
減
免
と
争
議
費
用
の
全
額
地
主
負
担
と
い
う
条
件
で

解
決
し
た
。

三
O
年
の
争
議
は
こ
の
よ
う
に
強
硬
方
針
で
地
主
に
対
抗
し
た
こ
と
で
一
応
小
作
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

争
議
の
尖
鋭
化
は
地
主
側
に
深
刻
な
危
機
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
太
田
方
の
場
合
は
相
手
が
在
村
大
地
主
で
あ
り
、
従
来

他
の
大
字
に
比
べ
て
小
作
層
の
立
ち
上
が
り
は
遅
れ
て
い
桟
そ
れ
が
、
争
議
戦
術
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
在
村
大
地
主
の
村
落
支
配

を
全
般
に
わ
た
っ
て
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
翌
一
一
一
一
年
に
は
前
年
の
余
勢
を
か
っ
た
小
作
側
が
、
豊
作
で
は
あ
る
が
恐
慌
の
た
め
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
の
理
由

で
全
地
主
に
対
し
て
三

0
年
度
小
作
料
の
五
割
減
免
を
要
求
し
た
。
地
主
側
は
こ
れ
以
上
の
譲
歩
は
で
き
な
い
と
い
う
緊
迫
感
に
裏
打

ち
さ
れ
（
『
笹
岡
橋
太
郎
日
記
』
コ
二
年
一
一
一
月
一
一
一

O
日
）
、
西
川
、
竹
村
を
中
心
に
結
束
し
、
左
派
全
農
県
連
の
指
導
の
も
と
で
小
作
層

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
組
合
支
部
幹
部
ク
ラ
ス
の
小
作
人
数
名
に
対
す
る
小
作
米
請
求
訴
訟
と
い
う
強
硬
手
段
に
出
て
、

つ
い
に

六
月
一
八
日
に
こ
れ
ら
の
小
作
人
に
対
す
る
動
産
仮
差
押
え
処
分
を
強
制
執
行
す
る
。

こ
の
強
制
執
行
の
際
に
小
作
人
と
執
達
吏
及
び
護
衛
警
官
隊
と
が
衝
突
し
て
流
血
乱
闘
と
な
り
、
さ
ら
に
双
方
合
わ
せ
て
五

O
O名

余
の
応
援
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
騒
動
の
結
果
大
字
の
小
作
人
一
一

O
名
余
が
検
挙
さ
れ
、
う
ち
三
九
名
が
騒
擾
罪
な
ど
の
名
目
で
刑
務

所
に
収
容
さ
れ
る
と
い
う
大
弾
圧
事
件
と
な
っ
た
。



争
議
そ
の
も
の
は
七
月
下
旬
に
調
停
に
よ
っ
て
解
決
し
た
が
、
そ
の
条
件
は
①
今
後
五
カ
年
間
の
小
作
料
を
一
割
八
分
減
免
す
る
、

①
三

0
年
度
小
作
料
の
三
割
減
免
の
他
に
一
割
分
の
慰
問
料
を
贈
与
す
る
、
①
不
作
凶
作
の
際
に
毛
見
請
求
す
る
こ
と
、
①
検
挙
者
釈

放
後
に
協
調
団
体
を
組
織
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
全
農
太
田
方
支
部
は
こ
れ
を
契
機
に
解
散
し
た
。

こ
の
争
議
は
米
価
の
暴
落
や
高
額
肥
料
代
、
兼
業
収
入
の
悪
化
な
ど
恐
慌
に
よ
る
小
作
層
の
「
生
活
困
窮
」
を
背
景
と
し
て
起
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
三
・
一
五
弾
圧
以
後
県
下
の
農
民
組
合
勢
力
の
組
織
力
が
弱
ま
り
、

一
方
で
は
地
主
側
が
立
入
禁
止
処
分
や
土
地
返

農民運動先進地における経済更生運動

還
要
求
な
ど
に
よ
っ
て
反
動
攻
勢
を
強
め
て
い
た
時
期
に
こ
の
よ
う
に
争
議
が
激
化
し
た
の
は
、
こ
の
争
議
を
停
滞
し
て
い
た
県
下
農

民
運
動
再
建
の
足
が
か
り
に
し
よ
う
と
し
た
「
県
連
奪
還
一
」
派
の
強
力
な
指
導
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
太
田
方
争
議
が
全
農
再
建
活
動
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
磐
城
村
が
か
つ
て
の
農
民
運
動
の
重
要
拠

点
と
し
て
「
県
連
奪
還
一
」
派
の
強
力
な
指
導
に
呼
応
し
う
る
条
件
を
も
っ
て
い
た
、

つ
ま
り
農
民
運
動
高
揚
期
の
「
遺
産
」
を
受
け
継

い
で
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
三

0
年
代
の
「
遺
産
L

は
小
作
層
の
村
政
進
出
の
面
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
三
一
年
の
村
農
会
総
代
選
挙
に
お
い
て
は
引
き

続
き
小
作
層
が
多
数
選
出
さ
れ
、
村
農
会
長
に
庚
斗
庄
治
が
再
選
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
役
員
の
ポ
ス
ト
を
旧
支
部
長
ク
ラ
ス
の

〔表
5
U

門
表
6
〕

小
作
リ
ー
ダ
ー
層
が
独
占
し
、
村
議
会
に
も
小
作
側
と
み
な
さ
れ
る
人
物
が
常
に
一
定
数
当
選
し
て
い
る
。

そ
し
て
恐
慌
期
に
は
、

「
郡
農
会
廃
止
、
村
農
会
解
散
」
の
提
議
（
『
笹
岡
橋
太
郎
日
記
』
コ
二
年
四
月
二

O
日
）
や
減
税
、
実
費
診
療
所
設
立
に
む
け
て
の

運
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
全
農
県
連
の
方
針
を
受
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
〔
全
農
〕
「
奈
良
県
連
合
会
状
勢
報
告
L

一一一

一年）。
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こ
の
よ
う
に
太
田
方
争
議
は
二

0
年
代
の
農
民
運
動
展
開
の
成
果
に
基
づ
く
磐
城
村
と
全
農
県
連
と
の
つ
な
が
り
、
と
い
う
条
件
の
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1931年選出磐城村村農会役員

役職名 氏名 大字

村長会長 夜斗庄治入川 元県連幹部

高1 会 長 河村庄太郎竹内

都農会議員 松村新七南今市 元支部長

同 補 欠 イ向井音次郎竹内 支部長

松村新七南今市 元支部長

西 JI！栄一郎太田方 元支部長

山本蔵太郎兵家

佃井音次郎竹内 支部長

各大字評議員 棒本善五郎長尾

増田利兵衛尺土 元支部組合員

製斗庄治八 JI! 元県連幹部

寺田清一郎大畑 元支部長

？ 木戸

表 5

磐城村村議のうち小作層のリーダー的人物

I 3 7年（
佃井音次郎竹内｜中嶋卯三郎次

挺斗庄治八 JI!｜製斗庄治

吉田健治郎尺土｜増田利兵衛

表6

[ 
佃井音次郎

製斗庄治

吉田健治郎

r笹岡橋太郎日記」（31年4月1日， 4月20日より作成）

内

川

土

竹

八

尺

4 1年

内

川

土

竹

八

尺

3 3年2 9年

伊瀬幸太郎竹内

製斗庄治八 JI!

下村正次尺土

松村新七南今市

＠議員定数は12
『当麻町史』（1203頁ー1205頁）より作成

も
と
で
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
争
議
の
結
末
に
み

ら
れ
た
国
家
権
力
に
よ
る
徹
底
的

な
弾
圧
は
、
太
田
方
争
議
を
全
農

再
建
活
動
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
た
県
連
と
磐
城
村
と
を
分

断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
弾

圧
事
件
後
太
聞
方
の
小
作
層
は
県

連
と
の
交
渉
を
拒
絶
す
る
に
至
っ

て
お
り
、
太
田
方
に
は
ゴ
一
二
年
四

立月
さに
れ協
る白調
。）回

磐体
城「
村共
に栄
お会
し、」

てが
は設

こ
の
争
議
を
最
後
に
組
織
的
な
農

民
運
動
の
展
開
す
る
条
件
は
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

全
県
的
に
も
、
翌
三
二
年
八
月

O
日
の
県
下
左
翼
い
っ
せ
い
検



挙
に
よ
っ
て
孤
立
分
散
的
な
が
ら
も
運
動
再
建
を
は
か
り
つ
つ
あ
っ
た
全
農
（
全
会
派
）
県
連
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
ら
れ
た
。

ゐ
り
、
条
件
次
第
で
は
小
作
料
減
免
闘
争
へ
も
向
か
う
と

以
上
み
た
よ
う
に
、
磐
城
村
の
小
作
層
の
恐
慌
へ
の
対
応
は
、
売
薬
行
商
を
は
じ
め
と
す
る
兼
業
収
入
へ
の
依
存
の
強
化
が
中
心
で

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

農民運動先進地における経済更生運動

こ
れ
に
対
し
て
中
小
地
主
や
自
作
層
と
い
っ
た
上
層
農

家
に
お
い
て
は
、
柿
や
菊
花
な
ど
の
商
品
作
物
栽
培
や
そ

の
統
制
販
売
に
力
を
注
ぐ
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「
自
力
更

生
L

的
な
対
応
が
み
ら
れ
た
。

磐
城
村
の
デ
！
タ
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
北
葛

門図
2
〕

城
郡
の
統
計
を
み
れ
ば
柿
、
花
井
と
も
に
こ

0
年
代
末
か

ら
そ
の
生
産
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
磐
城
村
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
柿
（
御
所
柿
、

（

日

〉

ひ

ょ

う

げ

の
栽
培
で
あ
る
。
中
で
も
御
所
柿
は
兵
家
御
所

富
有
柿
）

と
も
呼
ば
れ
、
栽
培
が
容
易
で
な
い
と
い
う
問
題
点
は
あ

る
が
非
常
に
高
品
質
な
柿
と
し
て
市
場
で
の
評
価
が
高
か

った。

65 

柿
の
本
格
的
な
園
地
栽
培
は
二

0
年
代
後
半
よ
り
は
じ

ω
千
円

（
価
額
）

20 

10 

40 

30 

北葛城郡における柿・花升の栽培

300 15 

千町
貫

I 

（花井） r・--

I 
I 

I 

_, 

価作

額2
~lj 

10 

作
付
反
別

5 

200 

（
収
穫
高
）

100 

図2

B
E
E
a
樹

数

1
1
1
収
穫
高

印
千
本

30 

10 

（
樹
数
）

20 

40 

38年35 32 29 26 26 29 32 35 38年

r奈良県統計書』各年度版より作成
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ま
っ
た
が
、
特
に
恐
慌
に
よ
る
養
蚕
業
の
不
振
に
際
し
て
桑
園
か
ら
の
転
換
に
よ
っ
て
栽
培
が
増
加
し
た
と
さ
れ
る
。

生
産
者
の
組
織
と
し
て
磐
城
村
果
実
生
産
組
合
（
組
合
長
松
井
藤
重
蹴
一
が
あ
り
、
三
五
年
現
在
で
組
合
員
二
四
名
を
擁
し
そ
の
栽

培
面
積
は
御
所
柿
一

O
町
、
富
有
柿
一
二
町
に
及
ぶ
。
御
所
柿
の
総
生
産
量
は
約
五
千
貫
で
あ
り
、
こ
れ
を
三
三
年
度
の
組
合
員
平
均

手
取
価
額
（
一
貫
あ
た
り
一
四
六
・
七
銭
）
に
乗
ず
れ
ば
総
額
七
三
三
五
円
と
な
る
。

こ
の
柿
は
恐
慌
の
打
撃
を
さ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
「
市
場
に
お
け
る
幸
運
児
」
と
し
て
恐
慌
期
に
も
生
産
が
大
き
く
伸
び
て
お
り
、

恐
慌
の
打
撃
を
直
接
に
受
け
た
桑
園
か
ら
の
転
換
に
よ
っ
て
栽
培
が
増
加
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
価
・
繭
価
暴
落
へ
の
グ

ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
果
た
し
恐
慌
対
策
の
か
な
め
と
い
う
べ
き
作
物
で
あ
っ
た
。

磐
城
村
果
実
生
産
組
合
で
は
、
こ
の
柿
生
産
を
守
る
た
め
に
郡
農
会
指
導
の
も
と
で
三
三
年
よ
り
共
同
出
荷
に
よ
る
統
制
販
売
を
行

っ
て
出
荷
先
を
大
阪
中
央
市
場
に
限
定
し
、
そ
の
第
一
年
目
に
お
い
て
従
来
の
個
人
出
荷
に
比
べ
平
均
価
格
に
し
て
二
倍
強
（
中
値
で

統
制
前
は
一
頼
平
均
五
銭
、
統
制
後
は
一
一
銭
）
と
い
う
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
果
実
生
産
組
合
員
二
四
名
と
い
う
数
字
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
精
農
主
義
的
っ
自
力
更
生
」
の
取
り
く
み
は

一
部
の
上
層
農
家
に
限
ら
れ
て
お
り
、
兼
業
収
入
に
依
存
す
る
零
細
小
作
農
家
（
こ
の
村
に
分
厚
く
存
在
す
る
）
に
と
っ
て
は
無
縁
の

も
の
で
あ
っ
た
。第

三
章

経
済
更
生
運
動
と
磐
城
村

三
二
年
秋
よ
り
政
府
の
主
導
で
救
農
政
策
と
し
て
の
経
済
更
生
運
動
が
開
始
さ
れ
る
。
奈
良
県
に
お
い
て
も
一
一
一
一
一
年
一
一
月
か
ら
一

二
月
に
か
け
て
「
県
農
山
村
経
済
更
生
委
員
会
規
定
準
則
」
な
ど
の
公
布
に
よ
っ
て
法
的
整
備
が
な
さ
れ
、
翌
三
三
年
一
月
の
県
経
済



農民運動先進地における経済更生運動

奈良県における経済

更生町村の指定状況

指定町村数（累計）
年度

普通指定｜特別助成

年
20( 2町0)村1932 

33 30( 50) 

34 30( 80) 

35 30(110) 

36 20(130) 8( 8) 

37 4(134) 9(17) 

38 4(138) 9(26) 

39 5(31) 

門表
7
〕

更
生
委
員
会
発
足
以
後
毎
年
度
「
経
済
更
生
町
村
」
が
指
定
さ
れ
る
。

磐
城
村
が
経
済
更
生
村
に
指
定
さ
れ
る
の
は
三
五
年
三
月
で
あ
っ
た
。
磐
城
村

『奈良新聞』より作成

の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
史
料
が
欠
如
し
て
お
り
、
聞
き
と
り

調
査
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

表7

よ
っ
て
三
五
年
よ
り
始
ま
る
経
済
更
生
計
画
（
「
磐
城
村
経
済
五
カ
年
計
画
L
）

の
内
容
や
実
績
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
先
述
し
た

た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
農
産
物
や
自
給
肥
料
な
ど
の
増
産
、
産
業
組
合
の
拡
充
や
共
同
販
売
、
共
同
購
入
、
倹
約
や
貯
蓄
の
奨
励
と
い

柿
や
菊
花
な
ど
の
増
産
計
画
、
販
売
統
制
計
画
は
そ
の
一
環
に
組
み
こ
ま
れ
て
い

っ
た
一
般
的
に
ど
こ
の
計
画
に
も
み
ら
れ
る
内
容
は
、
そ
の
実
績
の
有
無
は
別
と
し
て
計
画
と
し
て
は
当
然
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
聞
き
と
り
調
査
を
も
と
に
磐
城
村
の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
は
、
磐
城
村
に
お
い
て
は
経
済
更
生
運
動
は
も
り
あ
が
り
を
み
せ
ず
、
こ
の
村
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
支
配
を
準
備
す
る
も

の
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
本
来
経
済
更
生
計
画
と
い
う
も
の
は
、
村
長
、
村
議
、
大
字
総
代
、
農
事
実
行
組
合
長
、
農
会
・
産
業
組
合
役
員
、
学
校

長
、
在
郷
軍
人
分
会
長
と
い
っ
た
政
治
、
経
済
、
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
る
村
内
の
有
力
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
経
済
更

生
委
員
会
が
計
画
立
案
、
実
行
推
進
の
中
心
と
な
っ
て
ゆ
く
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
磐
城
村
の
経
済
更
生
計
画
の
場
合
は
、
当

67 

時
役
場
書
記
で
あ
り
村
農
会
役
員
も
つ
と
め
て
い
た
伊
瀬
幸
太
郎
が
県
や
郡
農
会
の
指
導
に
基
い
て
事
実
上
個
人
で
立
案
し
推
進
の
中

心
と
な
る
と
い
う
形
に
な
り
、
経
済
更
生
委
員
会
は
形
式
的
な
計
画
承
認
や
政
策
意
図
伝
達
の
た
め
の
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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ま
た
磐
域
村
の
経
済
更
生
村
指
定
は
、
農
家
負
債
累
積
の
た
め
に
経
営
破
綻
の
危
機
に
面
し
た
深
刻
な
「
疲
弊
村
L

が
恐
慌
克
服
の

方
途
を
求
め
て
指
定
を
受
け
た
、
と
い
う
も
の
で
は
な
く
県
当
局
、
郡
農
会
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
指
定
で
あ
っ
た
。

（
太
田
、

竹
内
地
区
に
お
け
る
聞
き
と
り
）
と
い
う
程
度
に
印
象
の
う
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
村
民
の
受
け
と
め
方
を
み
る
と
、
地
主
小
作
双
方
と
も
「
経
済
更
生
村
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
認
識
す
ら
な
い
」

ゆ
く
と
い
う
体
制
を
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
磐
域
村
の
経
済
更
生
運
動
は
っ
上
意
下
達
L

式
の
行
政
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
、
村
を
挙
げ
て
こ
れ
を
も
り
上
げ
て

第
二
の
問
題
は
、
こ
の
経
済
更
生
計
画
の
立
案
、
推
進
の
中
心
人
物
が
か
つ
て
の
農
民
運
動
指
導
者
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

磐
城
村
の
経
済
更
生
計
画
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
伊
瀬
幸
太
郎
は
、
か
つ
て
の
日
農
、
全
日
農
（
全
日
本
農
民
組
合
）
、
全
農
県
連

第
三
に
は
、
経
済
更
生
計
画
で
は
特
に
小
作
層
を
対
象
と
し
た
事
業
に
重
点
が
お
か
れ
た
、
と
い

の
幹
部
で
あ
り
、
村
内
に
お
い
て
も
日
農
竹
内
支
部
長
、
全
農
サ
イ
ド
の
村
議
を
つ
と
め
た
農
民
運
動
指
導
者
で
あ
っ
た
。

う
点
で
あ
る
。

磐
誠
村
の
経
済
更
生
計
画
に
お
け
る
重
点
事
業
は
、
子
牛
の
共
同
購
入
と
自
作
農
創
設
事
業
で
あ

った。前
者
は
農
会
の
斡
旋
で
但
馬
地
方
の
子
牛
を
共
同
購
入
し
、
成
牛
に
し
て
大
阪
中
央
市
場
へ
共
同

出
荷
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
特
に
小
作
農
家
に
対
し
て
産
業
組
合
の
低
利
資
金
の
利
用
に
よ
っ
て

購
入
を
は
か
ら
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

門表
8
〕

磐
城
村
に
お
け
る
牛
の
飼
育
戸
数
及
び
頭
数
を
み
る
と
、
三
五
年
ま
で
は
大
き
な
変
化
が
な
か
っ

磐城村における牛の飼育

飼育 飼育頭数

戸数 成牛｜子牛：価額
p 頭 頭。 円

32年 123 125 

35年 130 133 

36年 151 134 20 : 1,345 

F奈良県統計書』各年度版より作成

表8



た
が
、
三
五
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
、
飼
育
戸
数
で
二
二
戸
、
飼
育
頭
数
で
成
牛
一
頭
、
子
牛
二

O
頭
の
増
加
を
み
て
い
る
。
こ
の

子
牛
の
増
加
は
経
済
更
生
計
画
第
一
年
目
の
「
成
果
」
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
子
牛
の
共
同
購
入
事
業

も
、
肝
心
の
共
同
出
荷
に
つ
い
て
は
各
農
家
が
村
内
外
の
仲
買
業
者
に
個
人
売
り
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
実
行
で
き
ず
、
結
局
こ
の
計

画
は
中
途
挫
折
の
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

門表
1
〕

自
作
農
創
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
一
年
に
は
六
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
田
小
作
地
率
が
三
五
年
に
は
五
三
・
五
パ

i
セ
ン

農民運動先進地における経済更生運動

ト
に
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
村
外
大
地
主
の
土
地
売
却
に
よ
っ
て
小
作
地
買
収
が
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経
済
更

生
計
画
第
一
年
目
の
一
一
一
六
年
に
は
田
小
作
地
率
が
さ
ら
に
四
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
下
が
り
、
全
田
地
約
一
三
一

O
町
の
一
割
強
、

全
小
作
団
地
一
九
八
町
会
二
年
現
在
）

の
二
割
に
あ
た
る
約
四

O
町
の
小
作
田
が
一
一
二
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
自
作
化
し
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
二
二
年
に
は
全
農
家
戸
数
の
過
半
を
占
め
た
純
小
作
農
家
は
四
分
の
一
近
く
に
減
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
三
八
年
に
は
大
字
竹
内
に
お
い
て
元
全
農
竹
内
支
部
長
佃
井
音
次
郎
を
は
じ
め
と
し
た
小
作
人
約
四

O
名
が
、
集
団
で
自

の
所
有
国
約
一

O
町
を
買
収
し
「
大
字
全
員
自
作
化
」
を
行

作
農
創
設
資
金
を
借
り
、
村
外
大
地
主
河
合
庄
九
郎
（
高
市
郡
八
木
町
）

った。

ま
た
、
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
大
字
八
川
に
お
い
て
も
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
た
（
『
奈
良
新
聞
』
三
八
年
七
月
一
一
六
日
、

O
月
二
日
、

一
O
月
二
九
日
、
三
九
年
五
月
二
日
）
。

で
は
次
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
磐
城
村
に
お
い
て
は
な
ぜ
経
済
更
生
運
動
が
も
り
上
が
り
を
み
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
第
一
に
更
生
村
指
定
の
あ
り
方
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
こ
の
村
が
深
刻
な
「
疲
弊
」
状
況
か
ら
の
脱
出
の
た
め

69 

に
経
済
更
生
運
動
を
求
め
た
の
で
は
な
く
、
受
身
的
に
経
済
更
生
運
動
を
受
け
入
れ
た
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
受
身
的
に
経
済
更
生
村

に
指
定
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
全
村
挙
げ
て
の

っ
運
動
L

に
も
り
上
げ
て
い
っ
た
事

例
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
よ
う
な
事
例
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

比
較
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の

は
添
上
郡
田
原
村
（
現
奈
良
市
）

事
例
で
あ
る
。

田
原
村
は
奈
良
県
北
東
山
間
部
に

位
置
し
、
米
作
の
他
に
茶
業
が
現
金

収
入
源
と
し
て
非
常
に
重
要
な
ウ
エ

イ
ト

を全
占 農
め 家
ての
いQ 約
たす七

O〕割

農が
村茶
構2業
造Tを

営
む
）

は
磐
域
村
と
は
非
常
に
対
照
的
で
あ の

%
 ∞

 

田原村生産価額

総生産額334,849円

1933年度

50% 

図3

。%

257' 180円物産農

T Tそ
！ 製茶 95,864円 ！の
: I j他

138,928円

r田原村選奨一件』より作成

米

田原村経済更生計画一年目の主な成果

部面・項目 内 戸廿』
｜成果｜筆話番おI~＇if間

生産部面土地計画 農 道 改 f疹 2,200m 5,123m 34,117m 

村 道 改 修 3,lOOm 8,380m 21,340m 

湿 田 改 良 2町5反歩10町2反歩69町7反歩

農作物品種統制計画 米作：優良品種共同購入・共同採種画経営

畜産計画 犠牛75頭共同購入

経済部面販売統制計画 果実・競菜統制〈共同〉販売 34年度売上高1,200円→35年度売上高2,500円

製茶統制（共同）販売 22,120貫 16,000貫 25,000貫

購買統制計画 生同〕産購資買料・生活用品統制I] （共 34,364円 42,090円 印刷O円

共同利用計画 農産物共同販売所建設 1棟 1棟 1棟

社会部面経済生活改善 組 メ口ミ、 貯 金 317,734円 290,000門 330,000円

醤油自家醸造 330戸 300戸 420戸

全村教育徹底 教化団体連合会組織 1 1 1 

表9

r田原村選奨一件』より作成



っ
て
、
自
作
層
が
き
わ
め
て
分
厚
く
存
在
し
て
お
り
、
純
小
作
層
は
全
農
家
の
一
割
程
度
で
あ
る
。

こ
の
田
原
村
は
農
民
運
動
は
お
ろ
か
小
作
争
議
す
ら
一
切
皆
無
の
寸
平
和
村
」
で
あ
り
、
大
正
期
か
ら
県
内
屈
指
の
「
模
範
村
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

田
原
村
は
三
四
年
に
経
済
更
生
村
、
三
六
年
に
は
特
別
助
成
村
に
も
指
定
さ
れ
、
そ
の
経
済
更
生
計
画
は
「
農
村
計
画
」
と
し
て
積

極
的
に
展
開
さ
れ
た
模
範
的
事
例
で
あ
っ
た
。

農民運動先進地における経済更生運動

こ
こ
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
例
え
ば
第
一
年
目
の
主
な
成
果
と
さ
れ
る
も
の
は
表
9
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
村
当
局
も
年
に
一
回
「
経
済
更
生
計
画
実
行
実
績
報
告
村
民
大
会
」
を
開
催
し
て
擾
秀
農
家
を
表
彰
す
る
な
ど
経
済
更
生

運
動
を
も
り
上
げ
る
た
め
に
意
を
用
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
田
原
村
の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
二

0
年
代
の
慢
性
不
況
期
か
ら
の
村
独
自
の
倹
約
申
合
せ
や
、

農
会
の
農
村
計
画
運
動
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
た
っ
村
農
会
是
」
（
二
八
年
）
、
恐
慌
に
際
し
て
制
定
さ
れ
た
っ
公
私
経
済
更
生
実
行

へ
の
下
地
が
あ
い
刈
v

ま
た
産
業
組
合
加
入
率
の
高
さ
（
三
二
年
現

要
目
」

（
三
二
年
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
的
な
「
自
力
更
生
L

在
で
約
九
割
）
や
産
業
組
合
に
よ
る
農
事
実
行
組
合
の
掌
握
状
況
な
ど
、
経
済
更
生
運
動
の
主
要
課
題
で
あ
る
農
村
末
端
部
の
組
織
化

が
早
く
か
ら
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

田
原
村
の
経
済
更
生
計
画
は
こ
の
村
の
既
存
の
不
況
、
恐
慌
対

策
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
総
合
、
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
こ
の
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
製
茶
の
共
同
販
売
事
業
拡
張
に
即
し
て
み
て
み
よ
う
。

田
原
村
で
は
、
最
大
の
現
金
収
入

源
で
あ
る
製
茶
が
米
価
暴
落
の
打
撃
を
や
わ
ら
げ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
果
し
て
お
り
、
茶
業
の
経
営
悪
化
が
村
の
窮
乏
化
、

ひ
し、

71 

て
は
自
身
の
没
落
に
つ
な
が
る
と
の
危
機
感
か
ら
、
共
同
販
売
事
業
強
化
の
必
要
性
へ
の
認
識
が
強
ま
り
、
コ
一
二
年
に
は
共
同
販
売
所



72 

が
増
築
さ
れ
る
な
ど
製
茶
共
同
販
売
事
業
の
拡
張
が
、

い村
つQ 当
たす局

『産
月業
干日 組
田 合
原 、
』村

三 農
O 会
年の
三手
月で
、進
三め
ー ら
年れ
六て

月
、
三
二
年
一

O
月）。

そ
し
て
、
三
四
年
に
た
て
ら
れ
た
経
済
更
生
計
画

と
三
八
年
の
特
別
助
成
に
よ
る
多
額
の
補
助
金
と
は
、

生
産
者
の
意
識
の
覚
醒
、
村
内
道
路
網
の
完
成
、
あ

る
い
は
共
同
工
場
の
建
設
な
ど
製
茶
共
同
販
売
事
業

の
拡
張
に
関
し
て
こ
の
村
が
か
か
え
て
い
た
課
題
を

実
現
す
る
た
め
の
、

田原村における製茶生産と

製茶共同販売

10 

図4

（
千
貫
）

40 

35 

30 

25 

20 

15 

い
わ
ば
村
の
ニ

i
ズ
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
田
原
村
の
場
合
も
磐
城
村
と
同
様
、
恐
慌
の
打

こ
の
よ
う
に
、
田
原
村
の
経
済
更
生
運
動
は
積
極
的
な
展
開
を
み
せ
た
。

つ
ま
り
、
疲
弊
し
た
村
が
こ
れ
を

撃
に
よ
る
深
刻
な
農
家
負
債
累
積
に
苦
し
む
と
い
う
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

5 

1925 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36年

r田原村選奨一件~ .月刊田原』 r田原村村

会一件』（奈良市史編さん室所蔵）より作成

チ
す
る
も
の
と
し
て
、

機
会
に
危
機
脱
出
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
精
農
主
義
的
に
経
営
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
の
村
の
従
来
か
ら
の
方
向
に
マ
ッ

「
上
か
ら
」
下
り
て
き
た
経
済
更
生
運
動
が
う
ま
く
取
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
事
例
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
両
村
の
経
済
更
生
運
動
の
展
開
度
に
対
照
的
な
相
違
が
生
ま
れ
た
条
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
何
よ
り
も
両
村
に
お
け
る
自
作
層
の
厚
さ
の
相
違
が
問
題
と
な
ろ
う
。
両
村
と
も
、
経
済
更
生
村
指
定
に
先
ん
じ
て
米
価
・

繭
価
暴
落
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き
商
品
作
物
栽
培
（
柿
、
製
茶
）
と
そ
の
共
同
販
売
事
業
の
拡
充
を
軸
と
す
る
精
農
主
義
的
な



寸
自
力
更
生
」
の
取
り
く
み
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
経
済
更
生
運
動
を
受
身
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
田
原
村
で
は
積
極
的

な
展
開
を
み
せ
、
磐
城
村
で
は
低
調
で
あ
っ
た
の
は
、
自
作
層
が
き
わ
め
て
分
厚
い
田
原
村
で
は
製
茶
及
び
そ
の
共
同
販
売
事
業
は
広

範
な
基
盤
を
も
ち
、
こ
れ
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
全
村
挙
げ
て
の
経
済
更
生
運
動
に
結
び
つ
け
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
中

堅
的
な
自
作
層
の
薄
い
磐
域
村
で
は
、
柿
の
共
同
販
売
事
業
も
果
実
生
産
組
合
員
わ
ず
か
二
四
名
と
い
う
数
字
が
示
す
よ
う
に
基
盤
が

狭
く
、
全
村
挙
げ
て
の
経
済
更
生
運
動
の
積
極
的
な
展
開
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

農民運動先進地における経済更生運動

つ
ま
り
、

〈
幻
）

「
自
作
、
自
小
作
層
が
分
厚
い
層
を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
ほ
ど
更
生
運
動
は
活
発
に
展
開
し
て
お
り
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
増
産
や
多
角
形
経
営
と
い
っ
た
精
農
主
義
的
方
向
で
「
自
力
更
生
」

っ
経
営
改
善
L

を
め
ざ
す
に
は
、

っ
自
作
」
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
磐
城
村
の
経
済
更
生
計
画
に
お
い
て
自
作
農
創
設
事
業
と
子
牛
の
購
入
斡
旋
と
い
う
小
作
層
対
象
の
事
業
に
重
点
が
置
か

れ
た
の
は
、
小
作
層
に
精
農
主
義
的
方
向
を
志
向
す
る
基
盤
、

つ
ま
り
経
済
更
生
運
動
に
参
加
す
る
前
提
条
件
を
与
え
る
た
め
で
あ
り
、

ま
た
農
民
運
動
指
導
者
を
計
画
立
案
、
実
行
推
進
の
中
心
人
物
に
す
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
「
農
民
煽
動
」
す
な
わ
ち
小
作
争
議

な
ど
の
指
導
を
予
防
し
つ
つ
、
彼
の
小
作
層
に
対
す
る
指
導
性
を
経
済
更
生
運
動
に
利
用
す
る
、
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え

る
。
農
民
運
動
指
導
者
の
利
用
や
小
作
層
を
対
象
と
し
た
重
点
事
業
は
、
小
作
層
を
経
済
更
生
運
動
に
包
摂
す
る
手
段
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
子
牛
の
共
同
購
入
計
画
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

ぺ表
9
U

一
年
間
の
購
入
頭
数
二

O
頭
は
田
原
村
に
お
け
る
七
五
頭
に
比
べ
て
は
る
か

に
小
規
模
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
「
趣
旨
」
が
浸
透
せ
ず
中
途
挫
折
で
終
わ
っ
て
い
る
。

一
方
自
作
農
創
設
事
業
は
か
な
り
の
進
展
が

73 

み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
田
小
作
地
率
が
五
割
を
下
回
る
程
度
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
い
ま
だ
不
徹
底
と
い
え
る
も
の
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で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、

た
と
え
小
規
模
あ
る
い
は
不
徹
底
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
そ
の
実
体
以
上
に
小
作
層
に
寸
上
昇
志
向
」

を
与
え
る
効
果
は
、
も
っ
と
期
待
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
磐
城
村
に
お
い
て
さ
ら
に
小
作
層
の
包
摂
を
困
難
に
し
た
条
件
と
し
て
、
兼
業
の
問
題
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、
磐
城
村
の
小
作
層
に
と
っ
て
米
価
暴
落
に
対
し
て
頼
る
べ
き
も
の
は
兼
業
収
入
で
あ
っ
た
。
大
和
盆
地
南

西
に
位
置
す
る
磐
城
村
は
都
市
部
と
の
近
接
、
交
通
機
関
の
発
達
な
ど
小
作
層
が
村
外
に
出
て
収
入
を
求
め
る
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、
兼
業
の
か
な
め
と
い
う
べ
き
売
薬
行
商
に
至
っ
て
は
、
そ
の
範
囲
は
東
北
、
関
東
な
ど
全
国
に
拡
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
兼
業
収
入
に
依
存
し
、
村
外
へ
の
移
動
が
常
態
化
し
て
い
る
小
作
層
を
、
経
済
更
生
運
動
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
郷
土
に

根
ざ
し
た
農
業
生
産
の
中
で
「
更
生
L

を
は
か
ろ
う
と
い
う
方
向
に
包
摂
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
、

つ
ま
り
こ
の
よ
う

な
兼
業
小
作
層
は
「
村
の
更
生
L

に
さ
ほ
ど
固
執
し
な
い
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
山
間
部
農
村
と
し
て
村

の
窮
乏
イ
コ
ー
ル
自
身
の
没
落
と
い
う
意
識
が
強
く
、

「
村
の
更
生
」
の
た
め
に
経
済
更
生
運
動
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
い
っ
た
田

原
村
の
事
例
と
好
対
照
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
磐
城
村
に
お
い
て
は
経
済
更
生
運
動
の
積
極
的
な
展
開
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
を
通
し
て
地
主

小
作
の
一
致
協
力
に
よ
る
挙
村
体
制
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
磐
城
村
の
経
済
更
生
運
動
の
も
っ
た
意
味
は
、
恐
慌
克
服
を
め
ざ
し
て
経
済
更
生
運
動
を
も
り
あ
げ
る
中
で
挙
村
体
制
を

つ
く
り
出
し
、
農
村
の
組
織
化
を
進
め
る
こ
と
よ
り
も
、
三
二
年
の
八
・
三

O
弾
圧
以
後
日
中
全
面
戦
争
の
開
始
に
至
る
ま
で
全
県
的

に
小
作
争
議
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る

（
後
述
）
状
況
の
中
で
、
経
済
更
生
運
動
へ
の
小
作
層
包
摂
策
に
よ
っ
て
、
強
力
な
農
民
運
動



展
開
の
経
験
を
も
っ
磐
城
村
の
小
作
層
を
葦
制
し
、
争
議
会
｝
予
防
す
る
と
い
う
点
に
見
い
出
さ
れ
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、

日
中
全
面
戦
争
の
開
始
以
後
、
恐
慌
克
服
よ
り
も
生
産
力
拡
充
が
主
要
課
題
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
経
済
更
生
計
画
で
重
点
の
お
か
れ
た
自
作
農
創
設
事
業
に
呼
応
す
る
形
で
行
わ
れ
た
大
字
竹
内
の
集
団
自
作

化
は
、
推
進
者
で
あ
る
佃
井
や
伊
瀬
に
し
て
み
れ
ば
、
弾
圧
攻
勢
の
た
め
に
組
織
的
な
農
民
運
動
の
展
開
す
る
条
件
が
失
わ
れ
た
現
在

に
お
い
て
、
自
己
の
立
場
で
可
能
な
範
囲
で
小
作
層
の
利
益
擁
護
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
推
進
し
た
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

農民運動先進地における経済更生運動

こ
れ
は
一
面
で
は

J
労
資
の
自
覚
と
農
産
物
増
産
の
国
策
順
応
に
よ
っ
て
見
事
農
争
か
ら
自
力
建
設
へ
の
輝
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

（
幻
）

た
し
（
『
奈
良
新
聞
』
三
九
年
五
月
二
日
）
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
こ
の
村
の
経
済
更
生
運
動
に
お
け
る
争
議
予
防
機
能
の

成
果
で
あ
っ
た
。む

す
び
に
か
え
て

以
上
、
断
片
的
な
が
ら
二

0
年
代
に
お
け
る
農
民
運
動
高
揚
地
域
で
あ
っ
た
磐
城
村
の
恐
境
及
び
経
済
更
生
運
動
に
対
す
る
対
応
を

み
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
奈
良
県
全
般
へ
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
て
む
す
び
に
か
え
た
い
。

磐
城
村
で
み
ら
れ
た
経
済
更
生
運
動
展
開
度
の
低
調
さ
は
、
実
は
県
下
全
般
に
わ
た
る
問
題
で
あ
っ
た
。
新
聞
報
道
や
県
議
会
に
お

（
処
）

い
て
、
経
済
更
生
計
画
遂
行
の
遅
延
や
負
債
整
理
組
合
設
立
な
ど
の
不
振
状
況
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
現
わ
れ
と
い
え
る
。

勿
論
、

田
原
村
の
よ
う
に
村
全
体
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
模
範
事
例
」
は
概
し
て
山

75 

間
部
農
村
に
多
い
。
問
題
は
高
度
な
生
産
力
を
誇
り
、
地
主
小
作
問
題
を
か
か
え
た
平
畑
一
部
農
村
で
あ
る
。
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円表
2
〕

県
下
の
小
作
争
議
件
数
は
三
三
年
以
降
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
特
に
前
年
に
風
水
害
の
た
め
不
作
を
み
た
三
五
年
に
は
二
七
年
に

次
ぐ
ピ
l
ク
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

「
農
村
中
堅
人
物
L

を
養
成
す
べ
き
っ
農
民
道
場
」
設
置
が
三
四
年
に
一
旦
見
送
ら
れ
た
際
の
理
由

ヵ：

寸
本
県
は
全
国
的
に
見
て
余
り
に
も
小
作
争
議
の
多
い
県
で
あ
り
そ
れ
が
為
農
村
に
於
け
る
労
資
の
関
係
も
溝
渠
が
深
く
融
和
性

に
欠
け
て
い
る
（
中
略
）
直
に
農
民
道
場
の
効
果
を
収
め
し
め
る
事
は
頗
る
困
難

L
q奈
良
新
聞
』
三
四
年
七
月
六
日
）

で
あ
る
が
故

と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
経
済
更
生
運
動
の
担
い
手
た
る
べ
き
「
農
村
中
堅
人
物
L

を
養
成
す
る
こ
と
よ
り
も
小
作
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
の
方
が

先
決
問
題
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
為
る
。
こ
の
こ
と
は
、
磐
城
村
に
お
い
て
経
済
更
生
運
動
は
小
作
層
に
対
す
る
牽
制
に
重

点
が
あ
っ
て
、
階
級
協
調
の
も
と
で
こ
れ
に
村
全
体
が
積
極
的
に
取
り
く
む
と
い
う
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
と
照
応
し
て
い
る
。

農
村
の
フ
ア
y

シ
ョ
的
支
配
を
準
備
し
た
と
さ
れ
る
経
済
更
生
運
動
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
更
生
運
動
の
積
極
的
な
展
開

が
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
に
お
い
て
は
、
そ
の
農
村
組
織
化
に
内
実
を
与
え
る
自
発
性
の
喚
起
や
担
い
手
の
育
成
と

い
っ
た
面
に
は
、

さ
ほ
ど
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
経
済
更
生
運
動
が
充
分
に
機
能
を
果
せ
な
か
っ
た
部
分
は
、
一
一
一

0
年
代
後
半
か
ら
四

O
年
に
む
け
て
奈
良
県

を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
事
業
」
に
お
け
る
「
建
国
奉
仕
隊
運
動
」
な
ど
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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石
田
雄
『
近
代
日
本
政
治
構
造
の
研
究
』
（
未
来
社
、

学
研
究
』
別
冊
大
会
特
集
号
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
。

前
掲
森
論
文
、
高
橋
泰
隆
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
農
村
経
済
更
生
運
動
の
展
開
」
（
可
土
地
制
度
史
学
』
六
五
号
、
一
九
七
四
年
）
、
小
峰
和
夫

つ
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
下
の
村
政
担
当
層
L

（
大
江
志
乃
夫
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
と
農
村
』
、
校
倉
書
一
房
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
。
論
点

を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
は
、
森
武
麿
「
戦
争
と
地
主
制
」
（
土
口
回
晶
他
編
『
日
本
史
を
学
ぶ
5
現
代
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
、
中
村
政

則
「
大
恐
慌
と
農
村
危
機
し
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
問
近
代
6
』
一
九
七
六
年
こ
七
七
頁
な
ど
。

竹
永
一
三
男
「
日
露
戦
後
I
両
大
戦
間
期
の
地
主
｜
小
作
関
係
と
農
民
運
動
」
（
可
日
本
史
研
究
』
一
一
二
三
号
、
一
九
八
一
年
）
一
六
二
頁
。

前
掲
竹
永
論
文
。
こ
の
他
に
、
奈
良
県
の
農
民
運
動
史
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
水
平
運
動
史
研
究
会
編
『
奈
良
県
水
平
運
動
史
』
（
部

落
問
題
研
究
所
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。

前
掲
竹
永
論
文
、
一
八
四

i
一
八
五
頁
。

こ
の
争
議
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
社
会
局
編
『
昭
和
三
年
労
働
運
動
年
報
』
七
八
六
支
｜
七
九
三
頁
を
参
照
。

（
8
）
崎
山
耕
作
「
昭
和
農
業
恐
慌
の
歴
史
的
位
置
」
（
川
合
一
郎
他
編
可
講
座
日
本
資
本
主
義
発
達
史
論
E
』
日
本
－
評
論
社
、
一
九
六
八
年
）

三
五
二
頁
第
一
一
一
表
。

旧
磐
城
村
に
お
け
る
聞
き
と
り
調
査
は
次
の
と
お
り
。
当
麻
町
（
旧
磐
城
村
）
太
田
・
：
笹
岡
一
郎
氏
（
元
磐
城
村
長
笹
岡
橋
太
郎
氏
長
男
、
八
一
一

年
八
月
二
四
日
、
二
六
日
）
。
庄
田
徳
治
氏
（
同
一

O
月
一
八
日
）
。
当
麻
町
竹
内
・
：
阿
古
信
治
氏
（
元
磐
城
村
議
、
同
一

O
月
九
日
）
。
伊
瀬
幸

太
郎
氏
（
元
日
農
、
全
日
農
、
全
農
県
連
幹
部
、
一
冗
磐
城
村
議
、
役
場
書
記
、
八
三
年
八
月
一
七
日
）
。

磐
城
村
に
お
け
る
売
薬
行
商
者
数
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
〔
全
農
〕
「
第
三
回
大
会
報
告
並
議
案
」
に
よ
れ
ば
、
県
下
で
は
約
一
万
人
が
行
商
に

従
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
県
下
の
全
農
家
戸
数
は
約
六
万
四
千
三
ま
た
、
磐
城
村
に
は
四
つ
の
製
薬
工
場
が
あ
り
、
コ
一

O
年
現
在
の
生
産
量

は
九
五
九
七
七

O
個
、
生
産
総
額
は
一
四
四
七
六
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
争
議
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
社
会
局
編
『
昭
和
六
年
労
働
運
動
年
報
』
六
九
三
頁
｜
六
九
九
頁
を
参
照
。

こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
二
八
年
以
降
も
太
田
方
に
全
農
支
部
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
震
斗
は
二
八
年
の
争
議
後
農
民
運
動
か
ら
は
引
退
し
て
い
た
。

一
九
五
六
年
）
、
森
武
麿
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
と
農
村
経
済
更
生
運
動
」
（
『
歴
史

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

9 10 （日）
（臼）

（日）
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こ
の
共
栄
会
は
争
議
の
後
始
末
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
一
一
一
四
年
一
月
に
地
主
西
川
の
土
地
提
供
に
よ
っ
て
共
同
で
道
路

改
修
事
業
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
聞
き
と
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
実
態
は
有
名
無
実
に
近
い
団
体
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

磐
城
村
の
柿
栽
培
に
つ
い
て
は
、
磐
城
村
果
実
生
産
組
合
長
松
井
藤
重
郎
「
天
覧
光
栄
御
所
柿
に
就
い
て
」
（
『
奈
良
県
農
会
報
』
三
三
年
二

月
号
）
、
小
走
瀬
市
郎
「
磐
城
村
に
於
け
る
御
所
柿
栽
培
状
況
L

（
向
三
五
年
二
月
号
）
を
参
照
。

松
井
は
二
町
七
反
の
耕
地
を
所
有
（
お
そ
ら
く
耕
作
地
主
で
あ
っ
た
ろ
う
）
し
、
村
長
を
つ
と
め
、
ま
た
「
地
主
小
作
双
方
ノ
信
望
ア
ル
者
」
と

し
て
小
作
調
停
委
員
に
も
選
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
柿
栽
培
、
共
同
販
売
事
業
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
村
内
の
リ
ー
ダ

ー
的
人
物
で
あ
っ
た
。

磐
城
村
の
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
伊
瀬
氏
の
聞
き
と
り
に
依
拠
し
た
。

伊
瀬
氏
は
農
民
運
動
指
導
者
の
中
で
は
「
右
派
」
に
属
し
て
お
り
、
太
田
方
争
議
の
際
も
全
農
県
連
幹
部
に
選
任
さ
れ
て
は
い
た
が
、
直
接
争

議
指
導
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
伊
瀬
氏
の
場
合
は
戦
時
下
の
大
政
翼
賛
会
な
ど
に
は
参
加
せ
ず
、
戦
後
は
社
会
党
代
議
士
を

つ
と
め
た
。

こ
こ
で
い
う
「
自
作
化
」
と
は
、
自
作
地
を
も
っ
自
小
作
程
度
の
意
味
で
あ
る
。

奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
所
蔵
奈
良
県
行
政
資
料
集
『
田
原
村
選
奨
一
件
』
（
一
九
三
五
年
）
。

前
掲
中
村
政
則
「
大
恐
慌
と
農
村
危
機
」
一
入

O
頁
l
一
八
一
一
貝
。

こ
の
よ
う
な
小
作
層
包
摂
策
は
経
済
更
生
運
動
一
般
に
み
ら
れ
る
が
、
磐
城
村
に
お
い
て
は
こ
れ
に
重
点
が
お
か
れ
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
点
に
注
意
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
集
団
自
作
化
は
全
国
で
初
め
て
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
『
奈
良
新
聞
』
一
一
一
九
年
五
月
二
日
）
。

『
奈
良
新
聞
』
三
四
年
一
月
一

O
目
、
三
月
二
九
日
、
コ
一
五
年
二
月
二
九
日
、
一

O
月一

O
目
、
コ
一
六
年
三
月
二
四
日
。
『
昭
和
十
一
年
度
県
議

会
会
議
録
』
及
び
『
昭
和
十
四
年
度
県
議
会
会
議
録
』
辻
本
正
律
県
議
の
発
言
。

（
付
記
）
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
々
に
御
教
一
万
・
御
助
力
頂
い
た
。
特
に
御
多
忙
の
と
こ
ろ
を
快
く
聞
き
と
り
調
査
に
応
じ
て
下
さ
っ

た
当
麻
町
の
笹
岡
一
郎
氏
、
庄
田
徳
治
氏
、
阿
古
信
治
氏
、
伊
瀬
幸
太
郎
氏
、
及
び
史
料
面
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
奈
良
市
史
編
さ
ん
所
の
安
彦

勘
吾
氏
、
島
根
大
学
の
竹
永
三
男
氏
、
奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
の
方
々
に
は
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
尚
本
稿
は
一
九
八
三
年
一

月
大
阪
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
に
若
干
の
史
料
を
加
え
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（凶）
（日）

（日）
（

η）
 

（珂）
（四）

（初）
（幻）

（幻）
（お）

（担）


